










今後も、会長要望を着実に進めて参る所存であり
ます。以上、職業奉仕委員会よりの報告とさせて頂
きます。

■社会奉仕委員会	 畔上　順平
本クラブの事業の柱でもある社会

奉仕、特に地域貢献プログラムにつ
いて、ウイルス感染拡大の状況を確
認しながら慎重かつ力強く取り組む
必要があると考えております。特に
柱となる三つのプロジェクトについては既に下記の
通り進行しております。
①地区補助金大口枠活用

５月の地区補助金大口枠プレゼンにて既に採択が
決定し、９月上旬に市内小学校に新設された特別支
援学級へ「埼玉県産材を使用した家具」の支援を行
いました。今後は贈呈式を含め、学校への正式な報
告を行う予定でおります。今回の支援をきっかけに、
クラブとの継続的な関係を築くような仕組みを構築
したいと考えております。
②越谷市民まつり

今年は例年の市民まつりとは違ったプログラムで
現在進行しております。当クラブで担当していた交
通安全パレードが中止となり、インターアクトクラ
ブ（越谷東高校）と行なっている交通遺児募金活動
と大道芸イベントについても中止となりました。主
催団体と越谷市の運営方針に従い、社会奉仕の機会
にしたいと思っております。
③第20回越谷市高校野球大会

第20回の記念大会をクラブ創立35周年記念事業の
中のプログラムの一つと位置付け、高校球児や野球
が好きな子どもたちに夢の舞台を届けられるよう、
例年以上に華やかで感動的な高校野球大会の開催を
企画しております。特に開会式での市内高校生によ
る吹奏楽演奏、合唱と法政大学応援団による演舞披
露を検討しております。また大会終盤において県内
強豪校との特別試合の検討を進めております。

また、各例会でのスマイル集めや連絡票の取りま
とめを積極的に行う事を通じてクラブの会員全員が
社会奉仕活動に積極的に参加することを促したいと
思っております。越谷東ロータリークラブの35年に
渡る伝統と歴史を大切にしながら、新しい手法を取
り入れ、会員の皆さんが奉仕の原点を感じて頂ける
活動に努めたいと思います。

■国際奉仕委員会	 大野　祐肇
今年度は、コロナも終息し奉仕活

動ができるものと思っておりました
が、未だに困難な状況であります。
当クラブでは、姉妹クラブ（台中港
北RC）、友好クラブではありません
が、フィリピンのグレートマリキーナＲＣがござい
ます。フィリピンとは2016年より２度のプロジェク
トを行っており、３度目にグローバル補助金を申請
しましたが、正式に承認されずのままコロナ禍に入
り、昨年度より何も出来ないのが残念であります。
先日、開催されました国際奉仕部門セミナーに参加
しました。特別講演としてＴＶプロデューサーより
衝撃的な体験を講演して頂きましたが、知らないこ
と知りました。普通の子供たちが普通の生活をでき
る世界、まさしく、そう思いました。また、いくつ
かのプロジェクトのご紹介がございましたが、やは
り、国際奉仕においてはお金を出すだけでなく、現
地の視察、検証、継続が必要であること思いますの
で、プロジェクトが出来る時期が来ましたら再開し
たいと考えております。

■青少年奉仕委員会	 浜野　隆浩
埼玉県立越谷東高等学校インター

アクトクラブを提唱クラブとして、
本クラブの会員並びに本クラブが、
次世代を担う地元の青少年、イン
ターアクトクラブに対する諸責務を
遂行するうえに役立つ指導と支援をして行き、越谷
市立東中学との中高一貫のインターアクトクラブを
模索する。青少年交換留学生が目的を達成するため
に、学校関係、ホスト・ファミリー関係等を支援す
る。本クラブに関係した、元青少年交換留学生、元
米山奨学生、元財団奨学生等のネットワーク作りを
し、世界的親交を深め、国際親善と平和に貢献する
と共に、明日のロータリアンとしての青少年育成に
努ます。

■ロータリー財団委員会	 阿部　朋博
ロータリー財団の標語
「世界でよいことをしよう」
（Doing Good in the World）
ロータリー財団の定義

ロータリー財団は、ロータリーク
ラブ及び地区を通じて実施された人道的及び教育的
活動を支援するための寄付を受け、資金を配分する
非営利団体である。
ロータリー財団の使命



ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、健康
状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済す
ることを通じて、世界理解、親善、平和を達成でき
るようにすることである。
委員会方針・任務

この委員会の任務は、資金的寄付と財団プログラ
ムへの参加、月間に於けるロータリー財団理解推進、
以上３点と認識しております。
⑴　世界でよいことをするために必要な原資を寄付

していただくために、財団の使命を再確認し、会
員各位の理解を得て年次寄付目標成就に努めます。
年次寄付目標
①　クラブ会員一人あたり　200ドル
②　ポリオ撲滅　　〃　　　　50ドル
③　ベネファクター　２名（うち１名は新たな方）
　　　　　　　　　　1,000ドル以上

⑵　ポリオ撲滅に向けて歴史を作るカウントダウン
に入りました。10月24日は世界ポリオデーです。
この日に合わせ、コロナ状況も鑑みながら、クラ
ブでイベントの企画・開催を実施いたします。

⑶　11月のロータリー財団月間では卓話を準備いた
します。
委員会抱負

国でも、企業でも、一個人でもなかなかできない
社会課題の解決を成し遂げるためのロータリー財団
の活動に賛同していただけたら、ご協力をお願いし
ます。ご協力方法は、時間の寄付と知識の寄付、そ
してお金の寄付があります。どれかひとつでも、で
きる範囲で構いません。

ご協力いただける方をお待ち致しております。

■米山記念奨学委員会	 会田　皓章
米山記念奨学会は、日本のロータ

リー独自の奉仕事業であり、「将来
に渡り平和日本を世界に理解しても
らうためには、一人でも多くの留学

生を日本に迎え入れて平和日本を肌で感じてもらう
しかない。」という思いを込めて運営されています。
わがクラブも寄付はもとより、奨学生を過去何人も
お世話してきました。これからも奨学生諸君には日
本と母国の懸け橋となって互いの国の発展と平和を
築いていけるよう、またクラブメンバーも先人達が
築いた米山記念奨学事業を理解していただき日本と
国際社会、また明るい未来のためにご理解・ご協力
をお願いいたします。

■創立35周年記念実行委員会	 栗田　晴巳
記念事業としまして、先ず記念品

の贈呈を７月28日に越谷保健セン
ター様に、AIサーマルカメラを寄
贈させて頂きました。コロナ禍で大
変喜ばれました。

次に、当クラブが主催する越谷市高校野球大会が
20周年を迎えるに当り、記念大会を開催します。10
月31日に開会式と第一試合、その後11月３日６日、
決勝戦が７日、そして13日に優勝校と甲子園で優勝
経験のある花咲徳栄高校様との記念試合を企画して
います。選手にとりましても皆様にとりましても楽
しく記憶に残る大会にしたいと思います。記念野球
大会ですので、地元越谷叡明高校合唱部さん、吹奏
楽部さんによる合唱と演奏のご披露をお願いしてい
ます。そして、今回特別に、法政大学応援部さんに
よる演舞とチアリーダー部さんの演技、吹奏楽部さ
んの演奏とフルセットでの応援を見させて頂きます。

今回は、コロナ緊急事態でもあり、どのような形
になっても対応できるように執行部・担当委員会で
詳細を詰めて行きます。

次に、来年５月15日に記念式典を開催します。越
谷サンシティ小ホール・ポルティコホールを予約し
ました。楽しい35周年にしたいと思いますので、松
本ガバナーを是非、ご招待致したいと思っておりま
す。



皆さんこんにちは。2021〜2022年度ガバナーの松
本輝夫です。本日は、公式訪問で貴クラブに伺うこ
とができました。大変光栄でございます。

2770地区の活動方針、運営方針等についてお話し
させていただきます。地区活動方針は、本年度ＲＩ
会長シェカール・メータさんが掲げられている、「奉
仕 し よ う　 み ん な の 人 生 を 豊 か に す る た め に

（SERVE TO LIVES）」と一緒です。
シェカール・メータさんは、国際協議会で「超我

の奉仕」に触れられた上で、「奉仕するとき、誰か
の人生だけではなく自分の人生も豊になる」と述べ
られています。ロータリーで奉仕事業を行うことを
ロータリーの旅路と表現されることがあります。こ
れはロータリアンとして奉仕事業を行っていくこと
は自分を鍛錬し成長する旅をしているのであると言
うことだと思います。

ここで、シェカール会長のテーマ発表時のビデオ
を見ていただきます。国際協議会でテーマを発表さ
れたときのもので、とても感動的なものですので、
皆さんにも味わっていただきたく全体で40分ほどの
ものでしたが８分程度にまとめてありますのでご覧
下さい。完全版は貴クラブの「クラブ年度計画書」
に掲載されています。

私は、「・・・６，７人目の後に突然、この人たち
が抱える苦境に共感し、彼らの痛みと困難を感じ、
自分よりも彼らのことを考えるようになったのです。
その瞬間、私は、単なるロータリークラブ会員から、
ロータリアンになったのです。」（2021〜2022テーマ
講演２ページ目）とのくだりに一番感動します。シェ
カール会長の講演は、何度読んでも、得られるもの
が多いと思いますので、時を空けて読むと勉強にな
ることも多いと思います。

地区運営方針は、「COVID19に負けずに、クラブ
に 変 化 と 成 長 を 」 と し ま し た。 昨 年 来 の　
COVID19新型コロナの感染拡大の影響で、あらゆ
る社会的活動が制限され、ロータリー活動も例外で
はありませんでした。人と人が面と向かって会うこ
とは感染拡大につながると言うことで多数人の会議
は中止を余儀なくされ、ロータクラブの基本的活動
である例会が中止に追い込まれることが生じました。
例会が開催不能となることは、ロータリーの目的と
する奉仕事業にも大きな影響が出て、仲間に会えな
い、奉仕事業ができないことからロータリーの死命
を制する原因にもなりかねなく感じられたこともあ
りました。幸い、Zoomなどオンライン会議の方式
により、リアルではないが例会を開催できる可能性
が生まれ、今日、なんとか不十分ながらもオンライ
ン会議のみ、更にはオンライン方式とリアル方式の
併用によるハイブリッド方式で例会が行えるように

なって参りました。例会の開催方法については、革
新的な変化があったと言うことができるとおいます。

この運営方針を決めたときは、本年２月の国際協
議会終了直後であり、まだまだオンライン例会が開
けないクラブが多数あり、これは大変だと言うこと
で、ＩＴ委員会を地区に作って、不十分ながらも例
会開催できるところまで持って行こうとしたのが地
区運営方針です。幸い、現時点ではオンライン例会
開催可能クラブも増えてきたようですので少し安心
していますし、地区の部門委員会主催のセミナーも
Zoomで行うこととしましたので、地区およびクラ
ブのデジタル化も大分進んできています。まだ、デ
ジタル機器の利用ができないところは是非オンライ
ン例会開催にトライしていただきたいと思います。

オンライン例会の開催が可能となった後は、これ
を如何によく、かつ上手く利用するかと言うことに
なると思います。オンライン参加者は、ただ参加し
て見ているだけではなく、話に加わらせることが必
要です。

次に、コロナ後のロータリー活動について少し触
れさせてください。ロータリーで重要なことは、そ
の肝ともいえる「ロータリーの目的」「中核的価値観」

「四っのテスト」「ＤＥＩに関する方針」などであり
ます。この理解があればロータリーの基本が理解で
き、ロータリー活動のすべてに通ずる考えが理解で
きることとなります。

さらに、ロータリー会員数の減少は大きな問題で
す。当地区は、新年度スタート時の会員数が2324名
のスタートとの話がでています。2600名が地区の増
員目標ですので会員増強や新クラブ結成によってな
んとか会員減少に歯止めをかけ、増加に転ずるよう
に持って行きたいと考えます。そのためには、やは
り私たちロータリアンが地域や世界で如何によいこ
とをしているかを世間の皆様に知ってもらうことが
必要であると考えます。それには、皆さんが地域で
行っている奉仕活動があり、それを多くの地域の
方々が知ること、また、世界ではポリオ根絶のため
の活動、また、これからアフリカザンビアで600万
ドルをかけて行うマラリア根絶のために政府ととも
に行う奉仕事業、皆さんのクラブがそれぞれ行って
いるグローバルファンドを使った奉仕事業を知って
もらうことが必要です。これらを効果的に広報し、
会員増強に資することができればよいのではないで
しょうか。ロータリーで友とともに行う奉仕活動は、
楽しくないはずがありません。みんなで楽しみなが
ら地域や世界によいことをしましょう。

どうぞ一年間よろしくお願いいたします。
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